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はじめに
本稿においてはインドネシア共和国北スマトラ州の州都メダンに暮らすト
バ･バタックの移民社会をとりあげる｡近年､私は彼らが移民先に適応する過
程でつくりあげ､現在でも社会生活において重要な役割を果たしている小規模
な｢祈祷会partangiangan｣の活動に注目してきた｡とりわけ､それらの祈祷会
の定例集会においておこなわれる祈りや説教といったキリスト教的目頭表現に
注目し､そこにおける語りが彼らの社会生活をいかに反映し､またそれを形成
しているか､という点を考察の中心においてきた｡本論文ではその成果の･部
を紹介し､皆様のご批判をあおぎたい｡
私が､これらのキリスト教的実践に注目したのには主に二つの理由がある｡
第一のものはインドネシアにおける｢宗教agama｣の社会的位置に関わってい
るo　インドネシアの建国の最高理念としてのパンチヤシラにおいて｢宗教｣あ
るいはより止確に言えば｢最高者への崇拝KetuhananyangMahaEsa｣は､そこ
に記された五つの土台の　一つに数えられている｡とりわけスハルト大統領の｢新
体制｣卜にあって｢宗教｣は社会統制の装置として統治機構に組み込まれ､ ｢宗
教｣概念もまた厳格に管理されてきた｡すなわちそれはイスラーム､プロテス
タント､カトリック､ヒンドゥー､仏教の五つのどれかに属するl寸I体にのみ適
用される概念とされた(subagya1973,福島1991)｡また､インドネシア国民は
1本稿は､ハーバード大学神学部付属ui-那;ミ教研究所のWorldRellg10nSCafさシリーズでZO07
年4月19Flに著者がおこなった発表をもとにしている｡このような機会をLj･えてくださると
ともに｣-寧なコメントをくださった同研究所長のDonaldSwearer教授にこの場を借りて感謝
申し上げる｡
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これらの五つのどれかに所属すべきとされ､その帰属は住民カード(KartuTanda
penduduk)にも記載されることとなった｡このような｢宗教｣概念は､ ｢それ
ぞれの宗教とその信仰agamanya dan kepercayaan itu｣に選づく結婚のみを正式
なものとして認める2といういわゆる｢74年結婚法｣の施行などを適し､一･層
社会に近着し､人々の社会生活を再編していったのであるo
トバ･バタックの場合で言えば､その大半がプロテスタントのクリスチャン
であり､そのほとんどが彼らのエスニック･チャーチ｢クリスチャン･バタッ
ク･プロテスタント教会(HKBP)｣の会員である｡この強力に組織された教
会は､トバ･バタック社会に深く板を下ろし､彼らの生活に人きな影響を及ぼ
している｡ところが､人類学者たちによる従来の研究では､奇妙なまでにこの
教会が無視されてきた｡欧米の学者たちがこの教会に関心を抱かなかったのは､
おそらく､この教会の組織や実践が彼らの口を引く｢風変わりな｣特徴をあま
り備えていなかったことが原田であろう｡福音も義的教会やフォーク･カトリ
シズムなどのような目新しい､シンクレティツクな実践は､この教会には見出
しにくい｡しかし､そのことはこの教会がトバ･バタック社会を理解するうえ
で重要ではないということと別問題であろう｡トバ･バタックの人々が人件の
重要事に直面して一心にキリスト教式の祈りを捧げるのを見るにつけ､むしろ､
欧米の教会でおこなわれているのと外見卜似通った実践が､全く社会的文脈を
異にする東南アジアの社会で受容され､熱心に行われているということに驚き
を感じるべきだとさえ思う｡このことが､私がトバ･バタック社会におけるキ
リスト教の実践に着目した弟･の理由である｡
第二の理由はどちらかといえば理論的なものである｡ ｢宗教｣という概念が
近代丙洋社会に出自をもち､ ｢外面｣よりは｢内面｣､ ｢集団｣よりは｢私｣的
な｢信仰｣にノJ点をおいたプロテスタント的観念を色濃く反映しているという
ことは近年ではほとんど定説となっている｡このことはおそらく正しいであろ
う｡しかし同時に､このような言い方があまりに定型化すると､逆にキリスト
2　74年結婚法第2条1項｢それぞれの諒,:教及びその信仰においておこなわれた場合､その結
姉はlr:.J=t sahである｡｣
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教プロテスタントに対する見方をゆがめてしまう結果をもたらすのではないか
ということが懸念される｡もっと言えば､キリスト教プロテスタントは内面的
信仰の宗教であるというバイアスが､プロテスタントの宗教生活について不可
視の部分を生み出してしまっているのではないか､と考える｡プロテスタント
神学が私的で内面的な信仰を強調していることは確かにその通りであるが､神
学が強調していることと信者や司?職者の実践とが同一でないことはプロテスタ
ントの場合も他の宗教と変わりがない｡そしてまずいことに､プロテスタント
的実践はもっぱら私的で内山的とみなされることによって､それと歴史的社会
的文脈との関わりがほとんど真剣に追求されてこなかったのである｡
キリスト教､とりわけプロテスタントに関するこのような先人見をもっとも
如実に表しているのが､これまで研究者たちが祈祷や説教のようなキリスト教
的実践を扱ってきたやり方である｡本稿では､特にキリスト教的な祈祷を､他
の｢儀礼的｣実践から明らかに区別することによって､それを特別視しようと
するような見方に対するチャレンジを試みる｡フリードリッヒ･ハイラーや
ウイリアム･ジェイムズらの手になる､祈祷の古典的研究のほとんどは祈祷を
内面的で自由な活動であるとし､それは｢心の最深部の要求､あるいは最高の
歓喜から画接に発したもの｣ (Heiler1923:150)などとされるのである｡また､
これらの二人の古典的研究者が自らの研究を心理学的なものと位置づけている
ことは人変象徴的である｡今日に至るまで､祈祷は宗教の心理学的研究におい
て最も好まれるテーマのひとつである(Hood et al. 1996, Brown 1987)0 ･方､
社会学や人類学の分野を見れば､儀礼が最重要の研究テーマとされてきたのに
比べ､祈祷に関する研究はそれほど数が多くない(Mauss 2003) ､与｡
以l二のような問題意識をもちつつ､本稿では､トバ･バタックの移民社会に
3　しかしこのような新しい)fIEIJ性を探る試みは既に始められている｡とりわけ大理大学と
マールブルク大′'f:による共IL･AJプロジェクト"Prayer aゝ lntcractlOnHは､社会的側山も冷めた祈
りのもつ多義性に注目しながらハイラーらの古典的研究を再検討しようとするもので､本稿
の狙いとも重なる部分が多い(Tenr1 2007)o　敢えてFiLうなら､本稿は同様の問題意識を､
特定の社会において実際にささげられた具体的な祈りを材料としながら追求したものである
と言える｡
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おけるキリスト教的｢1頭表現と慣習法儀礼の関わりを検討してみたい｡ここで
儀礼をとりあげるのは､次節で述べるように､儀礼はトバ･バタックの人間関
係や価値観を凝縮したミクロコスモスという側血をもつからである｡キリスト
教的実践がそこにどのように埋め込まれているか､あるいは他方でいかにそれ
を意味づけ､その再生産のための原動力となっているかをみることを通して､
元来外来の宗教である｢キリスト教｣のトバ･バタック社会における位置づけ
を明らかにしていくことを本稿では試みたい｡/
1.トバ･バタック社会と儀礼
｢トバ･バタック｣と呼ばれる人々がもともと暮らしていたのは､スマトラ
島内陸の高原に位置するトバ湖と呼ばれるカルデラ湖の周辺である｡共通の言
語としてのトバ語､共通の祖先シ･ラジヤ･バタックに連なる系譜をもち､そ
れらが彼らの帰属意識を形成する上で重要な意味をもっている｡また､彼らの
ほとんどは19世紀の後半に始まったドイツのルター派による伝道活動を通して､
1930年代までにプロテスタントに改宗している｡そして先述のごとく､その大
半がHKBPというエスニック･チャーチの会員となっているのである｡
彼らの社会を構成する最も責要な単位は｢マルガ｣と呼ばれるクランである｡
各クランの成員は共通の祖先をもつと信じられ､その祖先から彼らまでにいた
る系譜がそれぞれのクランには伝承されている｡そしてこれらのクランを結び
合わせ､トバ･バタック社会をひとつのまとまりへと織り合わせる横糸にあた
るものが､婚姻によって結ばれた関係である｡マルガあるいはいくつかのマル
ガ連合を単位とした外始の婚姻規制を有するトバ･バタック社会では､婚姻は
常に異なったクランの男女間でおこなわれ､そこには女性の移動にともなう非
対称的な関係が構築される｡ ｢ダリハン･ナ･トル｣という言葉でよく表現さ
れるこの関係は､さらに自集団に対し女性の与え手にあたる集団｢フラフラ｣
との関係､そして自集団から見て女性の受け手に当たる集団｢ボル｣との関係
に区別することができる｡ ｢フラフラ｣に対しては常に尊敬と従順をもって接
すべきであるとされる｡ ｢フラプラは目に見える神である｣ということわざが
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あるように､自らの｢フラフラ｣を大切にしない者はその霊的力｢サハラ｣に
よって罰されさえする｡その代わり自らの｢ボル｣に対しては､尊敬と従順の
態度を要求することができる｡もちろんそのことは見返りとして彼らの｢サハ
ラ｣によって｢ボル｣たちを庇護するということを意味している｡
これらの親族関係は､とりわけ彼らの村落においては彼らの社会生活を税制
する最重要のカテゴリーである｡トバ･バタックの村落は､村落の開祖クラン
-シスワン･ブル(竹垣を植えた者)を中心にして成りIIIl.ち､土地に関する権
利を有するのも彼らのみとされるのが普通である｡それ以外のクランのメン
バーとしては､そのクランの女性を妻とした者の一一一一部が｢ボル｣として村内に
居住していることが多い｡彼らは結婚にともない､土地に関する制限つきの権
利を譲渡されて暮らしているが､当然慣刑法上の地位としては村内で劣位に立
つo　このような村内の様子を生き生きと描写したひとつの説教をとりあげてみ
よう｡
わたしの村はタルトウン1からやってきたシトンプル･クランによっ
て作られました｡わたしたち(説教者の家族)はそこで商売をしていま
したが､シスワン･ブルはシトンプル･クランだったのです｡.村には少
しのクランしか住んでいませんでした｡そして(シトンプル･クランで
はない)他のクランは彼らのボルでしたから､シトンプル･クランは王
様のようでした｡なぜならボルは彼らのフラフラを尊敬しなければなら
なかったからです｡わたしはシトンプル･クランが世界　一大きなクラン
だと思っていました｡ (括弧内は筆者による補足)
(2004年10月3日､シトンプル･シリッキロン･クラン祈祷会)
この説教をおこなったのは､メダンに暮らすシアギアン･クランの男性であ
るが､彼は｢ボル｣としてシトンプル･クランの村に生まれ､そこで少年時代
をすごしたのであった｡そのような境遇に育った彼であればこそ､村の草分け
4　北タパヌリ邦の郡部で､トハ･バタックの居住地域を代表する都市｡バタックプロテスタ
ントクリスチャン教会(HKBP)の本部もここにある｡
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クランであるシトンプル･クランが｢上様｣のようであると感じられ､ ｢担二界
--大きなクラン｣だと思えたのであった｡この説教は村落の生活における｢フ
ラフラ｣ ｢ボル｣関係の大きな影響を非常に印象的に表しているといえる｡
トバ･バタックの慣習法儀礼はこの社会的関係をまさに凝縮したものである
といえる｡誕生､洗礼､結婚､葬儀､改葬､新築など実にさまざまな機会にト
バ･バタックは儀礼をおこなうが､これらの儀礼の基本的構造はほとんど一緒
である｡それらはいずれも人生の通過点あるいは人きなイベントを前に､ ｢フ
ラフラ｣集団の｢サハラ｣の力で祝福を与えてもらうことを狙いとしており､
そのため主催者集団は自らの｢ボル｣集団の協力を仰ぎながら｢フラフラ｣集
団を儀礼に招待し､スピーチや踊りで彼らに敬意を表すとともに定められた贈
りものをする｡それに答える形で｢フラフラ｣集団側は､スピーチや踊り､贈
りものによって主催者に祝福を与えるのである｡とりわけ､ ｢ウロス｣と呼ば
れる布を主催者の肩にかける｢マグロシ｣は､祝福の言葉や所作をともなって
行われ､儀礼のハイライトをなす部分である｡
このように慣習法儀礼にあっては､村落社会を構成する基本原理が､様々な
身体動作や象徴財などを通して凝縮した形で表現されている｡一方メダンは､
人口およそ200万を擁する北スマトラ州の州都である｡マレー人の屈任地で小
村にすぎなかったメダンは､ 1869年にオランダ人ヤコブ･ニーンハウスがデリ
会社Deli Maatschappijを設立しこの地域でタバコプランテーションの開発をす
すめて以降急速に発展を遂げ､北スマトラの経済的､政治的中心へと成長した｡
そしてとりわけ独立後の1950年代になって外部からの移民を引き寄せ､現在で
はインドネシアにおいても有数の多民族都市へと成長している｡トバ･バタッ
クのメダンへの移民は､ 1912年に開業したアヘン会社に132名のトバ･バタッ
クが従業員として採用されたことをきっかけにしている(Hasselgren 2000:
141)｡その数はそれほど多いものではなかったが､ムスリムのスルタンの勢
力卜にあったメダンの地におけるクリスチャン･マイノリティとしての彼らの
5　1930年の人目統計によれば､メダンの人u76,584のうちトハ･バタックは820で､令体の
わずか1.07%にすぎなかった｡ (purba 1998)
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経験がトバ･バタックのエスニシティ形成の大きな原動ノJとなったという見方
が近年では有力である(Hasselgren 2000)｡ 1950年代以降になってインドネシ
ア各地から移民がメダンを目指す中でも､トバ･バタックの移民は顕著な増加
を示し､現在ではメダン市第二のエスニック粂川となるまで成長した0
メダンに住むトバ･バタックの成人のほとんどは､いくつかのキリスト教式
祈祷会のメンバーとなっている｡祈祷会には､クランに基づくもの､地域に基
づくもの､会員となっている教会に基づくものなど､いくつかの種類がある｡
これらの祈祷会では､トバ語の聖書と賛美歌が用いられるほか､祈りや説教も
トバ語で行われ､きわめてトバ･バタックのエスニックな集団という性格の強
いものである｡
先行研究によれば､これらの集まりは1950年代に耳助組織としてメダンで設
立され､主に儀礼を行う際に重要な役割を果たした(Bruner 1972)｡しかし1970
年代になって､これらの集団の宗教的な側面が次第に強調され､硯在のような
形になっている(木村2002)｡
これらの祈祷会はいくつかのカテゴリーに分類することができる｡第一に､
クランを単位とした祈祷会の存在を挙げることができるo通常トバ･./†タック
の成人は自ら自身のクランと配偶者のクランの~二つに加入している｡また､大
きなクランの場合であれば､サブクランの祈祷会が存在している場合もあり､
そのようなときには両方に加わることになる｡この種の祈祷会は､月に　一度､
日曜の′r･後に集会をもつものが多い｡祈祷会の第二の種類は､近隣に住むバタッ
ク･クリスチャンがつくっているものである｡多くがserik.at Tolong Menolong
(=sTM)という名前を持つこれらの祈祷会は､理念的にはその会員をトバ･
バタックに限ってはいないが､/集会で用いられる言葉がトバ語であるため､参
加者はトバ･バタックに限られているのが現実である｡第三に､教会の祈祷会
がある｡それぞれの教会は普通自分たちの教会の会員をいくつかの地域に区分
して組織しており､それらの地区それぞれが月に一回程度祈祷会を開催してい
る｡
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2.儀礼の実践における祈祷会の役割
これらの祈祷会が､メダン市-の移民が儀礼の際の相互扶助を目的としてつ
くった互助組織をその土台としていることは既に述べた｡かつては儀礼の会場
の整備､料軌棺おけの作成など実際の下働きにおいてもこれらの互助組織が
大いに活躍していたことは､会の規約などを見ても明らかである休村2002)｡
現在ではそのような仕事はほとんど業者に外注してしまい､彼らの手を煩わせ
ることは少なくなっている｡しかし現在でもなお祈祷会の存在は儀礼にとって
欠くことができなし,､o実際､祈祷会に参加する理由として､儀礼をやるときに
困るからという理由を挙げるトバ･バタックも数多いのである｡
実質的な作業が外注されるようになった現在､祈祷会が儀礼において果たす
役割は次の二つに集約されているo第-に､大きな儀礼の場合に限られるが､
合唱による儀礼への参加であるo結婚式の場合では､午前中に教会でおこなわ
れる式において必ず数組の合唱がおこなわれるが､そこにいくつかの祈祷会が
混じるのが普通である｡葬式の場合では､式の削りこそのような祈祷会が集団
で弔問に訪れ､死者を前に一曲合唱をすることがよく行われる｡これらの合唱
については､祈祷会の後などに練習をおこなっているところが多い｡教会の祈
祷会の中には､特別な練習日を設けて過に一度集まっているところもあるoた
だし､何故かは不明だが､このようなコーラスを行うのは地区の祈祷会と教会
の祈祷会にほぼ限られていて､クランの祈祷会が合唱を行うという事例をわた
しは寡聞にして知らない｡
儀礼における祈祷会のもうひとつの大きな役割は､親族集団のひとつとして
の義務を儀礼の中で果たすことである｡先に論じたように､トバ･バタックの
儀礼の中核をなすのは言葉や所作や物を取り交わすことで親族集Ll間の関係を
表現し､あわせて妻の与え手クランつまり｢フラフラ｣から祝福をもらうこと
であった｡かつての村落社会であれば､これらの親族集団は村落単位でまとまっ
て暮らしていたので､儀礼に彼らを招待するため探し回る必要はなかったo L
かしメダンのような都市ではそうもいかない｡そこで祈祷会が儀礼への参加者
を動員する上で重要な役割を果たしているのであるo何よりクラン単位の祈祷
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会は､美方の祈祷会へ行けば同一一一クランのメンバーと､自分たちのクランの女
性を妻としている者つまり｢ボル｣がそこにいるし､妻方の祈祷会に行けばそ
こに自分たちに対する妻の5-え手クランつまり｢フラフラ｣集団を見出すこと
ができ､儀礼の執行に必要な最低限の親族をそこで確保することができるよう
になっている｡一方､近隣のトバ･バタックでつくっているSTMの祈祷会の
場合､儀礼の中で｢ドガン･サフタ｣､つまり｢同じ村の仲間｣という呼び名
を与えられ､親族に準ずる扱いをそこで受ける｡現実の村落とは異なりこの祈
祷会には多様なクランのメンバーが共存しているのだが､そのことは問題とさ
れずに､儀礼の中における財の交換や祝福などに加わるのである｡それに対し
て教会の祈祷会はと記の二つほど儀礼の中で明確な役割を割り当てられること
はないものの､肉の分配などの場面で親族と同様の扱いを受け､分け前を受け
取ることがある｡
以卜で概観してきたように､メダンにおけるトバ･バタックの祈祷会は現在
なお彼らの儀礼活動に欠かすことができない存在である｡またその一方で､多
くのトバ･バタックたちが祈祷会に参加しているその背後の動機として､自分
が儀礼を開く際にこの祈祷会が大きな助けとなることを願っている両があるこ
ともあわせて指摘した｡では､その祈祷会におけるキリスト教的口頭表現の中
でこの儀礼はどのように語られているであろうか｡次にこの点を具体的なデー
タをもとに論じていくことにしたい｡
3.儀礼を祈る
祈棒会のメンバーの誰かが何らかの儀礼をとりおこなおうとするとき､とり
わけ自分の息了や娘の結婚儀杜を行う予定があるとき､そのことは祈祷会の開
始時などの機会をみて他のメンバーに伝えられる｡また､式がいよいよ近づい
てくると､式の日時や場所､主な参列者などが印刷された式の招待状(Gokkon
d('hot J叫ou)が祈祷会で配布されることもある｡このようなことがあると､
祈祷会において行われる祈りの中でこの儀礼のことがしばしば取り上げられ､
その成功が祈られる｡その事例として2004年9月19円に開催されたシトンプ
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ル･クランのシリンキロン･サブクランの祈祷会を見てみよう｡その祈祷会で
は､まもなく行われるメンバーの娘の結婚儀礼について､そこで祈りをささげ
た4名の全員が請及し､その成功を神に祈っているo
ri)説教終了の祈り(説教者､教会長老でシアギアン･クラン)
｢主よ､ 10月に儀礼を行おうとしているわたしたちの兄の予定について､
わたしたちは信じています､あなたがその予定を祝福し､わたしたちの子
供がわたしたちの前でそしてあなたの前でよい家族となることができます
ように｡そのための準備のすべてをわたしたちはあなたに委ねます｡｣
②　女性の祈り(シアハーン･クラン)
｢i:_よ､今夜わたしたちはあなたの前に礼拝します｡来月わたしたちの仲
間が娘を結婚させようとしているからです｡主よ､わたしはあなたに願い
ます｡彼らを祝福し､彼らがあなたの愛において健康と喜びの巾にありま
すように｡あなたが彼らをあらゆる仕事において教え導いてください｡｣
･〔Pi/1男性の祈り(シトンプル･クラン)
｢そのほかにT_よ､わたしたちの中には､アダット儀礼を行おうとしてい
る者があります｡特にわたしたちの息子が､結婚式を行おうとしています｡
わたしたちは､主よ､予定を立てることしかできない人間です｡そしてそ
れを決めるのはあなたです､主よo　ですからわたしたちはあなたに願いま
す｡あなたがわたしたちを祝福し､わたしたちを導いて､わたしたちの息
子が予定を実行できるようにしてください｡わたしたちがわたしたちの両
親のように､彼らを導くことができますように｡｣
④　祈祷会をおこなった家の人の祈り(シトンプル･クラン)
｢大にいますわたしたちの父よ｡わたしたちはともにあなたに願います｡
わたしたちの､これからの儀礼のT,定があります｡主よ､あなたがわたし
たちをいつも祝福し､わたしたちの予定している儀礼を祝福し､その儀礼
がよいものとなるようにしてください｡｣
前節で指摘したように､これらの祈祷会は実践的にトバ･バタックの慣習法
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儀礼へと深く関与し､その成功のために欠かすことのできないものである｡祈
祷会のメンバーは､都lけ社会における彼らの親族､隣人として慣習法儀礼に参
加しそれをサポートすることが期待されている｡そのような者が仲間の儀礼に
ついてそれが平穏無事に執行されることを祈ることは全く自然なことであると
いえるかもしれない｡
しかし仮にそのような願いが自然なものであるとしても､祈りがその願望の
単なる表現でありえないことは言うまでもない｡祈りの中で儀礼は人間のノJの
みで実現されるものではなく､神による｢祝福pasupasu｣ ①②③④､ ｢導き
togutogu｣ (gJr3)を必要とするものとして語られている｡ ③ではさらに人間がで
きるのはT,走することmarencanahonだけであって､それを決めるmanontuhon
のは神であるという言い方もされている｡だからこそ祈るのだと言ってしまえ
ばそれまでであるが､別の言い方をすれば､祈りの中に何らかの話題を持ち込
もうとすると常にこのように神を中心とした話形にその出来事をはめこんでい
かなければいけないという側血があることも見逃すことはできないであろう｡
祈りを学ぶということは､そのような話形とその背後にある｢身構え｣のよう
なものを身につけ､瞬時にそのような構えをとることができることで旦まないか
と考えているが､この点については稿を改めて論じてみたい｡
4.儀礼を批判する
しかし､このようにして儀礼の成功が祈られる一一万で､これらの祈祷会にお
いて儀礼が無批判に肖一定されているかといえばそうではない｡ 2004年10月10日
におこなわれたシトンプル･クランの祈祷会では､あるシトンプル･クランの
女性によって､まずは先の事例-と同様に結婚儀礼の成功が祈られる｡
｢主よ､あなたははっきりご存知です｡わたしたちの仲間､わたしたちの
父がこれから儀礼を行おうとしています｡主よ､わたしたちは願います｡
わたしたちのお父さんとお母さんに健康を与え､危険を遠ざけてください
ますように｡すべての家族に平安な心を与えてください｡来月に行われる
儀礼ができるようにです｡｣
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しかしそのしばらく後で､彼如まふたたび儀礼について言及し､今度は次の
ような言い方をしているのである｡
｢わたしたちの問にはたくさん､リューマチに苦しむ者がいます｡わたし
たちを強くして､主よ､このわたしたちの止に健康を与えてください｡わ
たしたちが月に一度集まることができるように､教会での集会に参加する
ことができるように､あなたの望みに適った慣習法儀礼に参加することが
できるように｡｣
足の痛がいえて､祈祷会や教会での集会や儀礼に参加することができるよう
に､というのがここでの祈りのi:.旨であるが､そこで儀礼は｢あなたの望みに
適った｣ものに限定されていることに注意する必要がある｡つまり､わざわざ
このように言うからには､儀礼の中には｢あなた｣つまり神の望みに適ったも
のと適わないものがあるということになる｡
トバ･バタックの儀礼活動に対する批判的コメントは､祈祷会の説教の中で
定番とも言えるテーマのひとつである｡ 2004年9月23日にHKBPベテスダ教
会の第二教区の祈祷会でシララヒ･クランの教会長老によって語られた説教の
例を見てみよう｡
あらゆる仕事や能力や財産について､その成功を示すやり方にはいろいろ
あります｡国の指導者であるなら､彼はその権力を軍人たちのパレードに
よって示します｡人々がその権力を見ることができるようにです｡金持ち
なら､子供の結婚式を有名なホテルで豪華に執り行うことでその富を示し
ます｡両親がサウルマトウアになると､たくさんの人々を招待して何日に
もわたって飲食の儀礼をおこなうという習慣があります｡そして旨楽が演
奏され､多くの7-供たちが集まり､たくさんの花輪がお悔やみを述べます｡
それらは豊かさと従う者たちの数をあらわしていて､そのことはたくさん
の人たちに対して示されます｡そのことは､それぞれの能力に応じて当然
のことです｡しかし､意識的にもしくは無意識に､そのことは倣慢さを育
てます｡そして心の中で言うのです｡ ｢わたしこそが､わたしたちの中で
一番上の者だ｡何の不足があろう｡｣
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この説教の中では､儀礼において自らの富を誇示するような態度が戒められ
ている｡ここで言われているサウルマトウアというのは､語義的にはトウアつ
まり｢幸福｣の状態へとサウル｢到達した｣ということであるが､トバ･バタッ
クの慣習法ではすべての子供が既に結婚して少なくとも一人の孫がいる者にの
み許される最も格の高い葬儀のことである｡低格の葬儀には許されないゴンダ
ンと呼ばれる打楽器の演奏がなされ､多くの人々が集まり､会場の周囲には弔
意が記された花輪が並べられる｡そういった晴れやかな儀礼が主催者の心に倣
慢さginjangnirohaを育てるとこの説教者は非難しているのである｡
ただ､上記のような儀礼の実践自体をこの説教者が非難していないことには
注意が必要である｡ ｢そのことは､それぞれの能力haboiannaに応じて当然wajar
である｣という言い方をやや不自然な形で説教者は挿入しており､つまり問題
はそれらが育てる倣慢な心なのだということを説教者は強調する｡
5.儀礼を擁護する
･方で､次の2001年11月4日にバトウバラ･クランのイジョルマ･サブクラ
ンの祈祷会における説教では､一･見キリスト教とは関係なく見える儀礼におけ
る決まりごとを､聖書をよりどころとしつつ弁護することが試みられている｡
バトウバラ･クランの高校教師であるこの男性は､説教の中で女性が日常生活
においてふまえるべき徳として｢沈黙｣をあげ､次のように続ける｡
しかし､あなたがたは何故しゃべってばかりいるのですか｡慣習法儀礼で
フラフラが何をしゃべっているかわからないほどにぎやかに｢シリー`'は
いる?｣とか何とかしゃべる｡このことには気をつけねばなりません｡特
にバタックは､特にこのオ/ップン･イジョルマ7は｡わたしたちバトウバ
ラはあまり主張しすぎないようにしなければなりません｡あなたのジャン
6　コショウ科の柚物キンマの栗｡インドネシアには広く､この葉にビンロウジ､ガンビル､
石灰をくるんだものを晴好品として噛む習慣が比られる｡バタックの間では特に死肴や精'器
への供物として川いられるほか､儀礼の際に参列者へ配るといった酬質も広く見られる｡
7　オップンOrnpunは祖父F:iの意味だが､神先や神々など尊敬を払うべき州手にも用いるLl
ここではイジョルマを祖先とするりニッジ令体を指してこの語が用いられている()
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パルは受け取りなさい､お母さん｡インゴッインゴッとオロツオロツはお
父さんたちのジャンパルです｡いけません｡何故でしょう｡それは文化で
す｡土イエスがカナンで食事をしたとき､ユダヤ人の文化もそのようでし
た｡主イエスは水とぶどう柄を用意したのです｡ぶどう酒は91たちと慣習
法の指導者の分でした｡イエスはそのことをおこなったのですから､わた
したちも必ずおこなわなければなりません｡ですからあなた方は､他のお
母さんたちがそうしているのを見ても､放っておきなさい｡
ここで言われているジャンパルとは､ JL確に言えばジャンパル･ジュフツ
Jambar Juhutのことで､トバ･バタックの儀礼の際におこなわれる肉の分配の
ことである｡水牛､豚などの肉が一頭まるごと用意され､定められた部位へと
解体されたのち､参列肴たちへとその親族関係に基づいて分配される｡重要で
あるのは主催者との関係であるため､夫婦のどちらが受け取っても問題になら
ないし､夫が既に死亡している場合でも妾がそれを受け取ることができる｡イ
ンゴッインゴッやオロツオロツも同じく儀礼の際に分配されるものであるが､
こちらは金銭であることが普通であるo　インゴッインゴッはインゴッingot(覚
える)を語根とし､儀礼などでの決定事税の証人となってもらうために支払わ
れるお金のことである(Vergouwen 1964: 301, Marbun 1987 :65)｡一方､オ
ロツオロツは同意や喜びを表わす歓声olopを語根とし､儀礼などでの決定事
舶二同意してもらうために支払われるお金のことである｡儀礼における決定事
項に関わるのは男性のみであるため､これらを受け取ることができるのは男性
だけであるという意見が慣習法の専門家の問には根強くあり､この説教の背景
にはそのような見方があると考えられる｡つまり､説教者は慣習法における男
女間の慣粥法的地位の区別をここでは女性のたしなみとして持ち出し､男性の
みが受け取ることのできるお金を女性が受け取ってほならないということを述
べていることになる｡
しかしこの説教で興味深いのは､そのような慣習法的なリl女の区別を止当化
するやり方である｡説教者は､それは｢文化kebudayaan｣であると述べ､イエ
スもカナで祝宴に参加したときにユダヤの文化に従っていたではないかと主張
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する｡イエスは男女をL束別して男たちと慣習法の指導者のためにぶどう酒を用
意した｡だから慣習法における男女の役割もしくは地位のr大別は正当化される
というのである｡このような説教者による-i:.張が神学的に妥当なものであるか
どうかはここでの問題ではない｡ここで注意を喚起したいのは､説教者による
慣習法の擁護が､もはや素朴な伝統の止当性の主張ではないという点である｡
説教者がそれらの慣習法の決まりを指して｢伝統tradisi｣ではなく｢文化
kebudayaan｣という概念を用いていることは偶然ではないだろう｡イエスがユ
ダヤの｢文化｣に従ったのだから､我々が我々の｢文化｣としての慣習法に従っ
て悪いことはない､という説教者の論理は､すでに違った文化を前提とした相
対主義的な見方に基づいた､自文化の擁護なのである｡
おわりに
本稿では､メダン市に住むトバ･バタック移民社会におけるキリスト教的な
LI頭表現をとりあげ､その社会的な文脈との関連を探るべく､特に彼らの社会
関係や価値観を強く反映していると考えられる慣習法儀礼との関連を考察したo
そのためにまず､そのようなキリスト教的実践の積み重ねによって維持されて
いる集団としての祈祷会に注rlL､それがメダンにおける彼らの慣習法儀礼の
実施に深くかかわっていることを確認した｡そしてそれをふまえたうえで今度
は､祈祷会においておこなわれた祈りや説教-と視線を移し､慣習法儀礼がそ
こでどのように語られているかをそれらのテキストに即して考察した｡
本稿ではまず､慣習法儀礼の無事と成功を祈るという事例をとりあげた｡そ
こでは祈祷会のメンバーが執り行う慣習法儀礼に対し､その運営にも関わる仲
間として成功を祈る姿を見るごとができた｡しかし同時に､そのような願いを
祈り手が祈りという形式に持ち込もうとするときに要求される･走の話形と構
えとが存存しているという点にも注意を促した｡続いて慣刑法儀礼を批判する
説教の事例を本稿ではとりあげた｡そこでは､都市社会において大規模化して
いく傾向のある慣習法儀礼の具体的事例をあげながらX､それらが生み出す問
題について触れられたo　けれどもこの説教においても批判の対象となったのは
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慣習法儀礼の実践そのものではなく､その背後にある内的な心構えとしての｢倣
慢さ｣であったことが注目される｡プロテスタント的な内面性重視の教義が･
ここでは外的な実践が直接的に批判にさらされることを回避し､ ｢経済状態に
応じてもっともだ｣という判断を正当化するよりどころとなっている点が興味
深い｡また､慣習法儀礼にみられる男女の役割区別､とりわけ女性の慣開法ヒ
の劣位を弁護して語られた説教において､説教者は｢文化｣という概念を持ち
込みながら､自文化を相対化する視点におそら/くは無意識にコミットメントし
ていたo比上がこれまで検討してきたことであるが､このようにしていくつか
の事例をまとめて分かることは､これらの口頭表現が､もちろん祈り手や説教
者による何らかの｢意剛を反映しながら､それらの単なる表明ではなく､そ
れが祈りや説教として成i71するためにはある稗の｢型｣のようなものにはめ込
まれなければならないということである｡それは独特の言葉遣いであったり､
教義的な枠であったりするが､そこへはまっていかないと､それは祈祷会にふ
さわしい祈りや説教とはみなされない｡また､一方で､具体的な社会的文脈で
生きる人々の経験や願望を反映していない祈りも､ ｢ぎこちないkaku｣などと
され､けっして祈祷会にふさわしいとは考えられていない`'｡これらの｢JtiLJ-｣
は祈り手や説教者に､周囲の世界に対する独特の｢身構え｣を強いるものであ
ることは既に卜で述べた｡そしてこのような｢型｣に自分たちの願望や経験を
はめこんだりはずしたりすることが､彼らが自分たちの社会や世界を理解した
り形成したりする上で､非常に重要な意味をもっているのではないかと､目下
のところ考えている｡祈祷会の機会におこなわれる祈りや説教といったキリス
ト教的口頭表現はメダンのトバ･バタック移民にとって､都市社会における彼
らの経験､伝統的価値観､キリスト教の教義が出会い､反発し会う中､相引こ
作用し､日々の社会生活の小括をおこなう場として欠かすことができない役割
8　都市社会における儀礼の肥大化については､かつて他の桁で論じたことがある休村2002
b)oそのことについてキリスト教会側も､結婚式場の建設などによって助長した側面があ
ることも見逃してはならない｡
9 ･kl掛二祈祷会終了後のインタビューで､このような｢ふさわしくない｣祈りに対する批判
を耳にしたことが再-iある｡
-124-
を果たしているのではなかろうか｡この点は､ ｢ふさわしくない｣祈りの問題
や､トバ･バタックの若者が祈りを習得していくプロセスなどをとりあげなが
ら､さらに追求していくことにしたい｡
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Christian Prayer Meetings and Adat Rituals among
Toba Batak lmmlgrantS in Medan, lndonesia
Toshiaki KIMURA
In this paper, I treated Tnba Batak immlgrantS livlng ln a metropolitan clty ln
Sumatra Island, Indonesia. I tried to focus on their Christlan prayer meetlngS
(partangiangan) and analyze them in relation to their practices of Adat Rituals, which
highly reflect Toba Batak's social systems and worldvleW･ Although many scholars
emphasize hinnerH and "freeH aspects of Christian oral practices, we must not forget
that these are addressed by one who live in a particular cultural and political context･
This paper is intended as an investlgation of a social aspect of Christian oral practices
taking Toba Batak immlgrant society in Medan for example･
severalObservations lead to the conclusion (1) that these prayer meetings were
orlglnally formed by immlgrantS in 1950's for the purpose of cooperation aHhe
opportunity Of their Adat Rituals and even today･ members of these Prayer meetings
are expected to particlpate the other member's rituals and play some important roles ;
in sum, these practices are still embedded.n their social world･ (2) However, at the
same time, these practices can not help relativizlng ritual activities not only by
accuslng a ritual to urge to be above oneself･ but a)so by defending lt aS "Our culture
that could provide prellminal "soil" for Christian gospeL Putting their customary world
into Christian terms and teachings, Toba Batak immigrants SeHheir value system in
wider c()ntext.
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